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ロシア語初等学習者 のための文法 と語彙*
一 動 詞 ・形 容 詞 一
堤 正 典
1.は じめ に
は じめてロシア語 を学ぶ人に何 をどの ような順序で教 えるか。これは教科
書を作成す る際に常 に検討 しなければならない問題である。 ロシア語 に限っ
たことではないが,語 彙 と文法は学習者が学習すべ き最重要の事項である。
語彙 と文法 をどの ような順.rAｺYYY・で教 えてい くべ きか。 ここではこの ことについ
て検討 したいと思 う。
学習者の覚 える語彙,す なわち教師が教 える語彙は,よ く使 われるもの,
役 に立つ ものを当然優先すべ きである。一方,文 法 はより有用 なもの を優先
すべ きであるが,そ の優先順位の他 に,理 解 しやすい もの,覚 えやすい もの,
規則的なものから先に導入す るとい う順番 もある。優先度が高い語彙 に関わ
る文法事項が必ず しも文法事項その ものにおける優先度 と一致 しない ことが
ある。
ロシア語 は語形変化の豊 かな言語である。初等学習者がマスターすべ き文
法項 目として,語 形変化 を覚え,そ れを適切 に使 えるようになることはかな
り重要なものの ひとつである。 ロシア語の場合,語 形変化 をする品詞 は}そ
れに含 まれるすべての語が同 じ語形変化 をす るということはな く,ひ とつの
語形変化 について複数の変化 タイプがある。 ひとつの品詞 におけるこのよう
な複数の変化 タイプには,比 較的多数の語 に共通するいわゆる 「規則的な」
もの もあればa比 較的少数の語にのみあ らわれる 「不規則 な」 もの もある。
「規則」変化 をす る語 は数の上では多いが,す べ てが使用頻度の高い重要
語であるわけではない。一方,「不規則 な」変化の語 は少数ではあるが・多
くの場合,使 用頻度の高い重要語である。 したが って,教 師はロシア語学習
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者 にはか な り早 い段 階か ら,「 不 規則」 変 化 を もつ語 も導 入 しなけれ ば,い
くつ かの重 要語が学 習で きない ままとなって しまう。
初 等学 習者 が学 ぶべ き語 彙 にお いて,「 規則 」 変化 タ イプの語,す なわ ち
基本 変化 タイ プの語 と,「 非規 則」 変化 タイプの語,す なわ ち特 殊変化 タイ
プの語,の バ ラ ンス を把握 し,ど の ように文法事項 と しての語形 変化 を導 入
して い くかの検討 が必 要であ る。
本 稿 で は,初 等 学 習者 が まず 覚 えるべ きで あ る と考 え られ る語彙 を上位
600語 に限定 し,そ の なかの語形 変化 をす る品詞 と して重要 な動詞 ・形容 詞
につい て,語 形変化 タイプの観点 か ら分類 し,文 法 として どの語形変 化 タイ
プ を優先 して学習 者 に提示 すべ きか を考察 す る1。
600語 の選択 につ い ては,Brown(1996)を 用 いた。 この辞書 では ロシア
語 の10000語 につい て学 習者 に とっての語 彙 と しての重 要度 の観 点 か ら順
番 がつけ て並 べ てあ る(文 法 の観点,特 に語形 変化 につ いては考慮 されてい
ない よ うで あ る)。 本 稿 の筆 者が対 象 とす る ロ シア語学 習 者 は 日本語話 者 で
あ るが,Brown(1996)は 必 ず しも日本 語話 者 の ロシア語学 習者 を利 用者 と
して想 定 してはい ない2。 しか し,大 部 分 は 日本 人 の ロシア語学 習者 に も適
用 で きる と考 える。 また,ソ ヴ ィエ ト連邦解 体 な どに よるロシア社 会の変化
に と もない ロ シア語学 習 者の学 ぶべ き語彙 も変 化 してい る と考 え られ るが,
Brown(1996)で は一 部 には少 し古 めの語 もあが ってい る3。 しか し,そ れ
もご く少数 の語 であ るか ら(特 に基 本的 な語 につ いて は)さ ほ ど問題 は ない
と判 断 した4。 以下 ではBrown(1996)の 上位600語 をB600と 表記 す る。
本稿 での ロ シア語 の前 の数字 はB600に お け る順位 であ る。 また,本 稿 での
ロ シア語 へ の 日本語訳 は代 表 的 な もの と思 われ る もののみ を添 えて いる。
なお,語 形 変化 を分析 す る際 に綴 り字 を用 い るよ りも音 素表記 を用 い るこ
とが書語 学 におい ては妥 当で あ るが,そ れ は学 習者 に とって(特 に初等学習
者 に とって)相 当の負担 で あるか ら,本 稿 で は通例 ロシア語 教育 で行 われて
い る とお りロ シア語 の綴 り字 を用 い て分析 し考 察す るこ ととす る。
2.動 詞
2.1動 詞 の語 形 変 化
動 詞 はB600に は127語 含 まれ てい る。 その うち54語 は完 了体 であ る。
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完了体 ・不完了体の区別は,通 例,文 法書の後半以降におかれるものである。
筆者 も初等学習者の学習事項 にはな じまない ものと考える。 ここでは完了体
については,初 等学習段階では出て きた としても定形ではな く,無 人称述語
の構文 において不定形で用い られるもの と想定 し,語 形変化 タイプによる分
類 は不完了体 の現在変化 と過去変化 についてのみ行 う。以下,不 完了体の現
在形 と過去形 とに関わる文法事項をあげてい く。
不完了体 の現在形 は変化語尾 により,第 一変化 と第二変化 に分 けられ る
(それ以外 の もの もごく少数ある)。それぞれに不定形語幹(過 去語幹)と 現
在語幹 とで音の交替がない もの(こ こで は 「基本変化」 と呼ぶ)と あるもの
(ここではそれ らをまとめて 「特殊変化」 と呼ぶ)が ある。
第一変化の特殊変化における子音交替はすべての形 にかかわる。一方,第
二変化のそれは一人称単数形のみにおこる。
(1)第 … 変 化nHcaTb(書 く):nH皿y,nH田e田b,_nH田eT
第 二 変 化 刀沁6HTb(愛 す る):∬m6川 ◎ 皿K)6H田b,_∬m6,IT
語 尾 におい て も(綴 り字 上の〉変種 が第一 変化 ・第 二変化 そ れぞれ にあ る。
第一変 化で は アクセ ン トが語尾 にあ る場合,語 尾 のeはeと なる。 また,特
殊変化 におい ては語尾 の[-Oがyと なる場合 もあ る(… 人称 単数形 と三 人称複
数形 にあ らわれ る)。
(2)第 一 変 化 語 尾
a.基 本 変 化 ・IHTaTb(読 む):qHTa駄 ・田Tae田b,qHTaeT,
llHTaeMgqNTaeTe,i(NTamT
b.特 殊 変 化
1.語 尾 ア ク セ ン トneTb(歌 う):no}q..naewb,w・noe`r,noeー
やじ
noeTe,no}OT
2.語 尾 田 →yexaTb([乗 り物 で]行 く):SAY,e八eUlb,
eムeT,e/leM3e刀 、eTe,e刀yT
第二変化 では基本変化動詞の うちにもいわゆる 「正書法の規則」5が 適用
されて,語 尾が純粋な基本変化 とは異 なるものがある。第二特殊変化動詞 に
も 「正書法の規則」が適用 される ものがある(第 二変化語尾の語尾 アクセ ン
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トは語 幹 アクセ ン トと綴 り字 の上で 同 じで あ る)。
(3)第 二 変 化 語 尾
a.基 本 変 化foBopHTb(言 う)lroBopm,roBopm鵬,m.roBopHT
b.「 正 書 法 の 規 則 」 適 用
1.基 本 変 化cnr,1田aTb(聞 こ え る):c刀blLuylcハbl山HLUb,_
C,IIhl田aT
2.特 殊 変 化BH∬eTb(見 え る):13N>KヱB雌H田b,_BH双HT
ま た,ア クセ ン トの移動 も学 習す べ き項 目で あ る。 現在 形 の場 合,第 一
変化 で は基本 変化 にはないが,第 二変 化で は基本 変化 す る もの に もア クセ ン
トの移動 はあ る(現 在形 の アクセ ン トの移動 は一 人称 単数形 で語尾 に アクセ
ン トが あ り,そ の他 では語尾 の ひ とつ前 の音 節 にア クセ ン トがあ る)。 さ ら
に,先 に も言 及 した とお り,ア クセ ン トの移動 が な くと も語尾 にアクセ ン ト
が ある場 合,第 一変化 で は語尾 が(綴 り字上)基 本 変化 とは異 な る。過去形
に も語尾 アクセ ン ト ・移 動 ア クセ ン トは存 在す る(過 去形 での語尾 アクセ ン
トは実 際上 は単 数男性 形 で は語 幹 にア クセ ン トがあ るが,「 語 尾 が音節 を な
さないため ひ とつ前の音節 にア クセ ン トがず れる」 とい う他 の品詞 に も共通
す る 「仮想 アクセ ン ト」 ル ール による もの と解釈 され る。 また,過 去形 で の
ア クセ ン トの移動 は,女 性 形 で ア クセ ン トが語 尾 にあ り,そ の他 で は語 幹
[多 くの場 合先 頭音節]に あ る)。
(4)現 在 形 の ア ク セ ン ト
a.語 幹 ア ク セ ン トcTpoHTb(建 設 す る):cTp6田,cTp6H田b,
…CTPOHT
b.語 尾 ア ク セ ン ト 「oBopHTb(言 う):roB()P}6,roBoP直 田b,
ノ
… 「OB{)PAT
c.移 動 ア ク セ ン トcMoTpeTb(見 る):cMoTpl6,cM6TpH田b,
...CM{)TpS[T
(5)過 去 形 の ア ク セ ン ト
a.語 幹 ア ク セ ン トqHTaTb(読 む):qHT6刀,ruHTa,na,qHT6ハo,
qHTaJIH
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b.語 尾 ア ク セ ン ト





これ らの こ とはすべ て ロシア語学 習 者が(最 終 的 には)把 握すべ きこ とが
らで あ る。
2.2B600に お け る動 詞
第一変化 の動 詞 はB600の 不完 了体73語 の うち42語 であ る6。その うち,
基本 変化 は25語(c51動 詞5語 を含 む),特 殊変化 は(7,8,9)の タイプの音
交替 を もつ ものが それ ぞれ2語 ず つ あ り,そ の他 に(10>と して ま とめて列
挙 した1語 ずつ の語 形変化 タイプが計11語 ある7。
これ らの うち,現 在形 で(9)の2語 と(10f)のMOqbは 移動 ア クセ ン トを
もち,(8)の2語 と(10b,c,e)の8語 は語尾 アクセ ン トを もつ。過 去形 では語
尾 ア クセ ン トが(10b,f)の4語,移 動 アクセ ン トが(10d,e)の5語 であ る8。
(6)第 …基 本 変 化










































































359yMeTb能 力 が あ る
372HOMoraT駈,助 け る
392c・ 掘TaT丘,考 え る
556n{}Ka3blBaTl,見 せ る
581Ha3blBaTI,呼 ぶ
3143aHHMaTISCSI勉 強 す る
468co6HpaTbcfl集 ま る
532HB刀51Tbc51～ で あ る
572CTapaTbc,1努 力 す る
600Ha・IHHaTbc∫1始 ま る
⑦ 第 一 特 殊 変 化 一〇Ba-→-y-9
(現 在 形 ・過 去 形 と も に 語 幹 ア ク セ ン ト)
480c、 πe皿OBaT}、 従 う
5163双paBCTB〔}BaTb健 康 で あ る
(8)第 一 特 殊 変 化 一Ba-→ 一φ一(ゼ ロ)
(現 在 形 は 語 尾 ア ク セ ン ト,過 去 形 は 語 幹 ア ク セ ン ト)
440乃aBaTI,与 え る
5880cTaBaTbc,1残 る
(9)第 一 特 殊 変 化 田/>K
(現 在 形 は 移 動 ア ク セ ン ト,過 去 形 は 語 幹 ア ク セ ン ト)
164nHcaTi,書 く
149Ka3aTbC,i～ の よ う に 見 え る
(10)第 一 特 殊 変 化 そ の 他
a.現 在 形 ・過 去 形:と も に 語 幹 ア ク セ ン ト
420exaTI,[乗 り物 で]行 く
b.現 在 形 ・過 去 形:と も に 語 尾 ア ク セ ン ト
64NATN[歩 い て]行 く
388BeCTH連 れ て 行 く
486paCTH育 つ
ロシア語初等学習者のための文法 と語彙155
c.現 在 形:語 尾 ア ク セ ン ト,過 去 形:語 幹 ア ク セ ン ト
383neTb歌 う
d.現 在 形:語 幹 ア クセ ン ト,過 去 形:移 動 ア ク セ ン ト
106blTbい る ・あ るa～ で あ る





f.現 在 形:移 動 ア ク セ ン ト,過 去 形:語 尾 ア ク セ ン ト
38M(}'lhで き る
第 二変 化 の動 詞(不 完了体)は28語 で あ る。 その うち基本 変化 は14語
(CH動 詞2語 を含 む)で あ るが,(12)の 「正書法 の規則」 に抵触 す る ものが
8語(c"動 詞1語)あ るので,純 粋 に基本 変化 の(11)は6語(CSI動 詞1
語)で あ る。 特殊変化 は現在 形 の一人称単 数形 で語 幹 の末尾 子音 が 田/}Kに
交替 す る(13)歯 音変 化 と,同 じく現 在 一人称 単数 形で語 幹の末尾 にnが 挿 入
され る(14)唇 音変化 が ある。(13)歯 音 変化 は11語(7語 がxo朋Tbと そ
れか らの派 生動 詞)でz(14)唇 音 変化 は3語(cH動 詞1語)で あ る。
第二変 化の場 合,現 在 形の移動 ア クセ ン トは(11b)に1語 あ り,(12b)に
3語,(13b)に8語,(14b)に1語 で ある(第 一 変化 と異 な り,語 尾 アクセ
ン トは語幹 アクセ ン トと比べ て語尾 の綴 り字上 の違い は ないの で,そ れ を問
題 とす る必 要 はない)。 過去形 で は(14c)の1語 が移動 ア クセ ン トであ るlo。
(11)第 二基 本 変化






b.現 在 形:移 動 ア ク セ ン ト
102CMOTpeTb
(過去 形:語 幹 ア クセ ン ト)
言 う
立 って い る
覚 えて い る
建 設 す る
恐 れ る
(過 去形:語 幹 アク セ ン ト)
見 る
15fi
























a.現 在形:語 幹 ・語 尾 ア クセ ン ト(過 去形:語 幹 ア クセ ン ト)









a.現 在 形:語 幹 ・語 尾 ア クセ ン ト(過 去形:語 幹 ア クセ ン ト)
b.現 在 形:移 動 ア クセ ン ト(過 去形:語 幹 アクセ ン ト)
見 え る
座 って い る
座 る




[歩 い て]到 着 す る
[歩 い て]出 る
[歩 い て]通 る
～ しな けれ ば な らない
a.現 在 形:語 幹(過 去形:語 幹 ア クセ ン ト)




c.現 在 形:語 尾 ア ク セ ン ト,過 去 形:移 動 ア ク セ ン ト
300cnaTb眠 る
第0変 化 ・第二変化以外 の ものが3語 あ る。(15)の2語 は現在 形の 単数
が第一 変化(語 幹末尾 子音 が ・1に交 替 ・アクセ ン ト移動 あ り)で 複数 が第二
基本 変化す る(XC)TeT正,c,1は 無 人称動 詞)。(16)は 第 二変化語尾 と三人称
複 数形 の みが異 な る もので1語 の みで あ る(現 在形 変 化 σ)なかで 一人称 単
数形 と三 人称複 数形 で語 幹 の 撒がfに 交 替。 語尾 ア クセ ン ト)。3語 と も過




～ した い(気 がす る)
(16)3706e)KaTb 走 って行 く
以上 を まとめ る と表1と な る。
語形変化タイプ
語 数11
現 在 ・ア ク セ ン ト 過 去 ・ア ク セ ン ト
語幹 語尾 移動 語幹 語尾 移動
第一変化
基本 25(5) 25 0 0 25 0 0
一{)B→-y囎 2(0) 2 0 0 2 0 0
一B汁 → 一 φ 一 2(1} 0 2 0 2 a 0
w/m 2(1) n 0 2 2 0 0
その他 11(0) 2 8 1 2 4 5
計 42(7) 29 10 3 33 4 5
第二変化
基本 6(1) 3 2 1 6 0 0
基本 ・正書法 8(1) 1 4 3 O 0 0
歯音 11(2} 1 2 8 1 a 0
唇音 3(1) 1 1 1 2 0 1
計 28(5) 6 9 13 27 0 1
X・TE'Tb(CH)!2 2(1) Q [2] [2] 2 0 0
6e>KaTb 1(0) a 1 0 1 Q 0
合計 73(13) 35 20[2] 16【2] 63 4 6
表1
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2.3初 等学 習 者 の た め の動 詞 の文 法
第一変 化動 詞 の現在 形 の場 合,特 殊 変化動 詞 は どの タ イプ も多 くて2語
であ るか ら,現 在 語幹 につい ては個別 に記 憶す るこ とにな ろ う。 た だ し,語
尾 アクセ ン トは10語 あ るので,語 尾 の基本 変化 との ちが い につ いて指 摘 し
てお くこ とは必 要で ある。
第 二変化動 詞の現在形 につ いて は基本 変化 で 「正書法 の規則」 の適用 もな
く語 幹 また は語尾 にア クセ ン トを もつ 最 も 「規則 的」 と考 え られ る もの は5
語 のみ であ る。 「正書法 の 規則」 の適 用 を受 け る もの と特 殊変 化 をあ わせ る
と19語 となる(た だ し,そ の うち7語 はx(》,ANTI,と そ れか らの派生 語で
あ るか ら,こ れ らについ てはXO朋TI,の 語形 変化 をマ ス ターす れば他 の も
の もマス ター したこ とになるか も しれ ない)。
現在 形 で移動 ア クセ ン トが ある語(15)の2語 を除 いて計16語 あ る。第 一
変 化 と第二変 化で ともに共通 す る移動 アクセ ン トについて はふ れ る必要 があ
る。
過去形 につ い ては,第 二変化 で は1語 移動 アクセ ン トが あ るのみ で,第 一
変化 に語尾 アクセ ン トが4語 と移動 アクセ ン ト5語 存在 す る。個別 に記憶 さ
せ て もよいで あろ うが,こ れ らは派生語 を作 る動詞 が多 いので,こ れ らをマ
ス ターす る こ とに よってs後 の学習過程 でその ような派生語 の語形変化 の学
習が スム ーズ にな るで あろ うこ とは十分 に考 え られ るt,3。
B600を 用 いて,初 等 学習 者 に教 えるべ き動 詞 の変化 に関す る文法項 目は
以 下 の ものが あ り,(17>に 示す順 で優先順 位が 高い と考 え られる。 その他 の
変化 につい ては,そ の語 に固有 の もの と して(と りあ えず)記 憶 させ る こと
になる。
(17)a.第 一 変化 ・第 二変 化 の(現 在形 ・過 去形 の)基 本 変化
b.第 二 変化 現 在形 にお け る 「正書 法 の 規則 」 適用
c.現 在形 の 移 動 ア クセ ン ト
d。第 一変 化 現在 形 の 語尾 ア クセ ン トの場 合 の語 尾
e.第 二変 化 現 在形 の歯 音 変 化
f過 去形 の 語尾 ア クセ ン ト ・移 動 ア クセ ン ト




形容詞 については,長 語尾形 を考察の対象 とする。ロシア語の形容詞には
長語尾形の他 に短語尾形があるが,長 語尾形 と短語尾形 との区別(特 に用法
上の区別)は ロシア語初等学習者にとっては少 し高度 な文法項 目であると考
え,こ こでは考察の対象 としない。 さらに,短 語尾形の有無や比較級,さ ら
に短語尾形の移動 アクセ ン トについて もここでは検討 しない。
ロシア語 の形容詞長語尾形 には以下の ような主要 な変化 タイプが存在す
る14。なお,格 変化形 は表示を省略する。
(18>硬 変 化 型
単 数 男 性 形uHOHbll3






(19)硬 変 化 ・語 尾 ア クセ ン ト型
単数 男 性形MOlπo皿o孟 単 数 中性 形MO凋 〇八〇e
単数 女性 形MO源o双a∬ 複 数 形M(川o醐e
若い
(20)軟 変化 型
単 数 男性 形noc刀e双HH賛 単 数 中性 形
単数 女性 形Hoc刀e畑 朋 複 数 形
nOCJIUHee最 後 の
noC,πe丑HHe
(21)混 合 変化 ・語 幹 末尾r/K/x型
単数 男 性 形Ma涯e田,KH藍 単 数 中性 形
単 数女 性 形Ma刀eHbK翻 複 数 形
ManeHbKoe小 さ い
Ma、neHblくHe
(22)混 合 変 化 ・語 幹 末 尾>K/q/田/田 型
単 数 男 性 形X()po田H曲 単 数 中 性 形xopnulee
単 数 女 性 形xopotuaR複 数 形xopo山He
良い
(23)混 合 変 化 ・語 尾 ア クセ ン ト型
単 数男性 形60川,田o煎 単 数 中性 形 60JIU山i' 大 きい
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単 数 女 性 形60川,1皿 別 複数形 60,IlbLHHe
純粋 に文法体系 の観 点か らは(18)硬 変化 型 と(20)軟 変化 型が基 本的 な も
の であ る。(19)硬 変 化 ・語 尾 ア クセ ン ト型 は(18)硬 変化 型の語 尾 ア クセ ン
トの変種 で,綴 り字上 は単 数男性 形 のみが異 な る。 また,(18)硬 変 化 型 と
(20)軟 変 化型 の双 方の語尾 が あ らわれ る(21)と(22)の 混 合変化 型 があ る。
(23)混 合変化 ・語尾 アクセ ン ト型 は(21)混 合変 化 ・語 幹末尾r/K/x型
と単数男 性形 のみが綴 り字上 で異 なる タイプであ る。
形容詞型 の変化 をす る もの は,形 容 詞型 の名詞 や,代 名詞(「 疑問代名 詞」
と して疑 問詞 を含 む)の 一 部や,順 序数 詞が あ る。B600に は形容 詞型 の名
詞 はpyCCKHH(ロ シア人;ロ シアの)の1語 があ るが,こ れは形 容詞 と名
詞 の双 方で349番 とされ てい る。代名 詞 と順 序数詞 につ いて は,参 考の ため
次節 でそれぞ れの変 化 タイプの形容 詞 のあ とに該 当す る語 をあげてお く。 な
お,B600に 含 まれ る順序 数詞 はnepBbl猷 第1番 目の)か ら順 にBocbMoH
(第8・番 目の)ま で の8語 であ った。
3.2B600に お け る形 容詞
上 記 の変 化 タ イプで,B600中 最 も多 い の は(18)硬 変 化 型 で,33語 で
あ る。これ に続 くの は(21)混 合変 化 ・語 幹 末尾r/K/x型 で9語,(22)
混 合変 化 ・語 幹 末尾>K/q/田/III型 が7語,(19)硬 変化 ・語 尾 ア クセ
ン ト型 と(23)混 合 変 化 ・語 尾 ア クセ ン ト型 の ふ た つ の語 尾 ア クセ ン トの
変種 がそ れ ぞ れ4語 で,最 後 が(20)軟 変化 型 の2語 であ る。
ただ し,他 の 品詞 を含 め る と,(18)硬 変 化 型 で は代 名詞 に4語,順 序
数詞 に3語 が あ り,合 計 で30語 とな り,(21)混 合 変化 ・語幹r/K/x
型 で は代 名 詞 の1語 が加 わ り,計10語sま た,(19)硬 変化 ・語尾 ア クセ
ン ト型 で は代 名 詞 の1語 と順 序 数 詞 の4語 と合 わせ,計9語,(23)混 合
変 化 ・語 尾 ア クセ ン ト型 で は代 名詞 の3語 と と もに計7語 とな る。














































































































































































(30)物 主 形容 詞_HN型
単 数 男性 形TpeTH曲 単 数 中性 形
単 数 女性 形TpeTLH複 数 形





























硬変化 33 4 3 40
混 合変 化r/K/x 9 1 0 10
混 合 変 化}K/・1/田/田 7 0 U 7
硬変 化 ・語 尾 ア クセ ン ト 4 1 4
9
混 合変 化 ・語 尾 ア クセ ン ト 4 3 0 7
軟変化 2 0 V 2
物主形容詞 一曲 0 0 1
1
計 5 9 8 76
表2
3.3初 等 学 習 者 の ため の形 容 詞 の文 法
表2に よれ ば,語 数 で は(代 名詞 ・順 序数詞 を含 めて も)硬 変化 型が最 も
多 い。 この変化 タイプ を基本 と して学習 させ る こ とは既 存の教科書 等 で も多
く行 われてい る。これ に続 くの はs混 合 変化 ・語幹 末尾r/K/x型 であ る。
B600を 用 いて形容 詞変 化 を教 える場 合 には この タイプの優 先度 を高 くす る
こ とは妥 当であ る。次 は,形 容 詞 だけの語数 を とる と,混 合 変化 ・語幹 末尾
}K/,1/田/IIZ型 で あるが,代 名詞 ・川頁序 数詞 まで含 め る と,わ ず か に硬変
化 ・語 尾 ア クセ ン ト型 が 多 くな り,混 合 変化 ・語 尾 ア クセ ン ト型 も混 合変
化 ・語幹 末尾>K/i;/田/11三 型 と同数 であ る。語 尾 ア クセ ン ト型 のふ たつは
それ ぞれ硬変化 型 と混 合変化 ・語 幹末尾r/K/x型 とに格変化 形 を含 めて
も単 数男 性主 格形 のみが異 なるだけであ る。 これ らの語 尾 ア クセ ン トの変種
と して これ ら と一緒 に導 入す る こと も考 え られ る(実 際 その よ うにされ るこ
と も多 い)。 軟 変化型 につ い ては2語 だけであ るので,そ の2語 に特有 の も
の と して もよいであ ろ うが,硬 変化型 との比較対 照で覚 え させ る こ とも考 え
られる。
形 容 詞 型 の変 化 に順 序 数詞 を含 め て教 える と して も,B600の 範 囲で は
200uTpeTHN(第3番 目の)は 特有 の もの と して覚 え させ るの よいであ ろ う。
B600を 用 いて形容 詞変化 を導 入す る場 合,以 下の順位 が考 え られる(こ
の優 先順位 で教 え る とな る と 「混 合変化」 とい う用語 は 「硬 変化」 と 「軟変
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化」 を知 ってい る こ とを前 提 と してい るの であ るか ら,改 め られ るべ きか も
しれ ない)。
(31)a.硬 変化 型 お よび硬 変 化 ・語 尾 ア クセ ン ト型
b.混 合 変 化 ・語 幹 末尾r/K/x型 お よ び混 合 変 化 ・語 尾 アクセ
ン ト型
c,混 合変 化 ・語 幹 末 尾>K/L;/田/職 型
d.軟 変 化型
4.ま と め
以上,B600を 用 い て,ど の ような語形 変化 が重 要視 され て,動 詞 と形 容
詞 の文法 の導 入 を行 うべ きか を考 察 し,(17)と(31)の 結論 を得 た。
ここでの結論 は,B600に お いて どの変化 タ イプに属 す る語 が多 い かが 主
要 な基準 となってい る。 したが って,600語 とい う比較 的少数 の語彙 に限 っ
た場 合 であ りr検 討 す る語彙 の範 囲 を広 げ る と,ま た異 なる結論 に達 す る こ
とも考 え られ る。
600語 は ひとつ の言 語の マ ス ター には少 なす ぎる。 しか し,上 の検 討 内容
か ら,逆 に考 える こ と もで きて,600語 で あ って もか な りの語形 変化 は学習
す るこ とがで きる と も言 え よ う。
また,実 際 に教材 を作成 す る場 合 には,さ らに様 々な要素 をふ まえて編纂
しなけれ ば な らない。 しか し,上 記 の結 果 は重 要 な指針 の ひ とつ となる と確
信す る。
*本 稿 は1998年 度 ・1999年 度神 奈川大 学言語研 究 セ ンター・共 同研 究 「ロ シ
ア語 教育 にお け る語彙 と文法」 の成 果の一部 を まとめ た もので あ る。
註
1こ こで取 りあげる2品 詞 お よび名詞 は語数が多 く,語 形 変化 については タイプ






















詞 ・前置詞 ・助 詞 ・間投 詞 については事情 が異 なる。代 名詞 ・数詞 はそれ に含
まれる語が少数 であ りr個 々の語がそれぞれ異 なる変化 タイプに属す るこ とも
多 いので,個 別 に記 憶すべ きである(一 部 の語 は形容詞 と共通の変化 タイプに
属 し,そ れ らについては本 文で言及 している)。 また,副 詞の なか には比較級 を
変化 形 と して もつ ものがあ るが,こ れは形容詞 の比較級 と同形 とな り,比 較 級
は本稿での考察の対象外 となってい る。接続詞 ・前置詞 ・助詞 ・間投詞 は語形
変化が ない。
例 えば,形 容 詞のaMePHKaHCKHn(ア メ リカの)とaHMH曲CK舶(イ
ギ リスの)は それぞれ55互 番 と734番 であ るが,51nOHCKH曲(日 本の)は
2791番 であ る。
例 えば,351coBeTCKHfせ(ソ ヴ ィエ トの)が あ る。 この語 の重 要度 は まだ
高い とも考え られるが,少 な くとも最重要600語 か らは除外 され て もよい と筆
者 は考える。
なお,Brown(1996)に は297cTy丑eHT(学 生),363LllK{),IIbHNli(生
徒),381y・1eHHK(生 徒),597rocno皿HH(紳 士 ・～ さん)の ように,
対 応す る女性名詞が存在す る語 につ いて,男 性 名詞 のみが記載 されてい る。 こ
れについて再考 の余地が ない とは考 えないが,B600の なかでは上 の4語 のみ
であるのでその ままに した。
その主要 な もの(か つ,本 稿 の範 囲で関係す る もの)と して,「 文字r,K,x,
氷,・1,田,IIIの あ とではHy}o,51を 書 かず,変 化 語尾 等 と してそれ らの文字
が接続す る場 合には代 わ りにそれぞれN,y,aと 綴 る」 がある。
慣例 に従 い,人 称変化形が未来形 となるblTlaも 不完了体 に含める。
動詞 雌THの 現在形 についてはr現 在変化語尾 にB-yの 交替があ るものの,
不定形語幹 と同 じ現在語幹H几 に語尾 がつ き,不 定形 と同 じ語尾 アクセ ン トな
ので,基 本変化 とも考 えられるが,こ こで は特殊 変化 に含めてお く。
以 下では当該の語形変化 タイプにc,1動 詞 も含 まれ る場 合丁そ うで はない もの
とは別 に して,そ れ らの末尾 にc51動 詞 を(ま とめて)示 す。
いわゆ るOBaT正,型 動詞 である。
Φe皿,IHHHa(1982)で の語尾 アクセ ン トの とらえ方 と異 なる。 ここでは真 に
過去 語尾 にアクセ ン トがあ る もの(単 数男性形 は除 く)だ け を語尾 ア クセ ン ト
とする。
か っこ内はC51動 詞の語数。
この タイプの現 在形 の アクセ ン トにつ いて は語尾 ・移動 の双 方 に またが るの
で,11内 に示す。
1061、ITb(い る ・ある,一 であ る)や114}KHTb(住 む)で は過去 形に否定
助詞Heが ついた場合,単 数女性 形以外 では否定助詞 にアクセ ン トが移動す る。
これは移動 アクセ ン トの一種(ま たはその延長線上 の現象)で あるが,学 習者
には個別 の もの として覚 えさせ る ことになるであ ろう。
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14こ の他 に も,硬 変化 ・語幹末尾[Z型 や物主形容詞型(2種 類)が あ る。物 主形
容詞型 の1種 を除いて,B600に 含 まれないので,そ れ らは無 視す る。
15表2で は形容詞 の語数 の多い順番 に並べ てい る。
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